
みんなで里山、みんなの里山

松山市久米公民館 安永耕造

久米小学校 谷村晴香

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
愛媛県松山市から来ました、久米公民館館長安永と久米小学校教諭谷村です。久米地区でおこなっている里山整備事業について発表します。タイトルの絵は、久米小学校2年生が里山に虫取り遠足に行った時の絵です。自分よりバッタや蝶を大きく書いているのが微笑ましい。興味関心の度合いがよくわかります。



久米地区の概要 26年7月

地区人口 30,169人

地区世帯数 12,673世帯

分館数 (町数) １１分館 (町数)

地区内の学校 ５校(１中学校・４小学校)

久米中学校
久米小学校
北久米小学校
福音小学校
窪田小学校

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、久米地区の概要は26年7月で人口30,169人、12,673世帯、11の町内会からなる地域です。地区内には小学校４校、中学校１校、高校１校があり、松山市のベットタウンとして開けています。11の町内会長は分館長も兼務で、尚且つ公民館の構成員でもあります。



★久米公民館

●久米小学校

●窪田小学校

●久米中学校

●北久米小学校
●福音小学校

▲松山城

▲
里山

来住廃寺跡

卍

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが、俯瞰図です。中心部から南東に位置し、国道１１号線と電車、バス路線が通り市内への交通アクセスも１５分程度。住宅街ではありますが、田畑やため池など自然も多く残り、いで湯と文化のまち久米と言われるように温泉も地区には4か所あります。



活動を支える組織
久米公民館 昭和26年9月設置
久米地区青少年健全育成連絡会

昭和61年設立
平成１６年より新規事業開始

19年
久米青少年健全育成連絡会と連携する
久米地区学社連携協力促進協議会を設置

スローガン
学校に行こう 先生だけに苦労させない！
まちをつくろう。

地域の厚みつくり

学校と協働してまちづくりを図る

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
里山づくりを支える組織としては、地域で最大の組織、会員２００名余りの「久米地区青少年健全育成連絡会」と「学連協」があります。公民館と学校が協働して地域の厚みをつくるために様々な事業を展開しています。今日はそのなかの一つ「里山づくり」について紹介します。



里山づくり 16年11月より ０予算

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
里山づくりは平成１６年１１月より、0予算で始めました。とはいっても作業時のお弁当代程度は申し訳ないので公民館で持ちましたが、作業自体は無償です。住民のそれぞれ持っている特技・技能を持ちより、公民館がディレクトして完成させました。立て看板は久米小6年生の制作です。里山の一部は市民農園として貸出し運営費をつくりだしています。



収入源の市民農園 88区画完売

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地権者への地代や、運営費にあてるため、傾斜の緩いところは、里山農園として88区画を貸し出しています。借り手がいるかなぁと心配していたのですが、杞憂でした。今でもほとんど満杯で空き待ちの状態です。



里山つくりの経緯 炭焼き窯・茅葺小屋
当初は学校の理解はなかったが3人ではじめる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市民農園だけではなく、里山には色々な仕掛けがあります。ひとつは、炭焼き窯をつくりました。また、憩いの場として、茅葺小屋もつくりました。さらに、人が集う工夫として、菜の花をまいたり、こいのぼりをあげたりしています。つくり始めた時は学校の腰は引いていましたが、少しづつ容が見えるにつれて理解してくれるようになりました。



さらに、好評だったしいたけ栽培

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、里山の裏の谷、炭焼き窯の奥に、しいたけ栽培所をつくっています。これが、中々好評で、みんなのものですから勝手にとっていってます。



第一回植樹祭(17年春)
それから毎年みんなで開催

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
整地が終わった時から、毎年一回、子供から大人まで総がかりで植樹祭を実施し、樹相を変えています。企画趣旨より「活動の見える化」が必要なのかもしれません。山が菜の花で黄色く染まった時には、遠くからも人目を引き、多くの住民が訪れてきます。初めて訪れた人は埴輪が並んでいるのでさらに驚かれます。



6年生も里山づくりに一役、現在800体設置
学習支援としての埴輪づくり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
子供たちの里山づくりへの関わりは、今までも出ていましたが、6年生の卒業記念としてつくる埴輪づくりです。毎年2人で1体つくり約１００体が毎年設置され続けています。



活動の流れ

オリエンテーション

埴輪焼成

埴輪制作

久米地区文化祭展示

里山設置

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
埴輪づくりは、地域のゲストティチャーからのオリエンテーションから始まり、６コマの授業時間を使い制作しています。その後焼き上げ、地区文化祭でお披露目した後里山に設置していきます。久米小学校・窪田小学校の2校で実施しています。



里山活用・里山キャンプ １７年～
(受付は学校)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう一つは、地区の４小学校の４年生が参加する「里山キャンプ」です。毎年２００名程度の４年生が参加して地域デビューしています。受け付けは各学校の先生が子供の不安を取り除くためにしています。



中学生がリーダーとして小学４年生を
指導 テント張りのバトンを繋ぐ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
集まった子供を班別にし、テント張りの指導は、里山キャンプOBの中学生が指導していきます。中学生も「まちづくり」の立派なリーダーとして活躍してくれています。



PTA・婦団連 カレーつくり・レクレーション
大学生 キャンプファイヤー
高齢クラブ 翌朝のラジオ体操
その他 町内会・体協・親父の会・交通安全協会・病院
等それぞれの協力を戴き・・・(大学生の谷村さん)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もちろん、大人も参画しています。PTA・婦人会・大学生・敬老会・親父の会・交通安全協会・町内会・病院等がそれぞれの役割を果たしています。矢印は大学生の時の谷村さん。愛媛大学教育学部の頃から久米地区に関わり、今年久米小学校に赴任してきました。



毎年200名程度の4年生が
地域デビューし全員完走する。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうして、毎年、地域教育力が里山をキーワードに学校カリキュラムと連動しながら、継続していくようにしています。次は学校の中につくった里山第２弾を谷村が説明します。



ビオトープが完成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学校の中の里山第２弾として、今年2月、久米小学校にビオトープが完成しました。昭和61年に観察池が設置されていましたが、機能していませんでした。そこで、昨年の8月から、学校と公民館、町内会、PTA、地域のみなさん、愛媛大学生などが、ビオトープの整備に向けて意見交換会を数回実施しました。



たくさんの人の協力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当時の５年生がアイデアを出して中心になって活動を進めており、公民館関係者や卒業生らが学校に通い、知恵を持ち寄って、池を覆っていた木の伐採や芝生の整備、昆虫採集などに取り組みました。



ひょっこり池と名付けられた

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
完成したビオトープは、生き物がひょっこり顔を出し、集まる人の笑顔がきらきら輝いてほしい、そして自然の大切さや人と人とのつながりを学んでほしいという願いが込められ、「ひょっこり池」と名付けられました。



学びの場として活用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在は、授業をはじめとして、様々な場面で、学びの場として活用しています。子どもたちは生き物が大好きです。
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